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春日部市は将来像「つながる にぎわう すまいるシティ 春日部」の実現にむけて施策を進めています 

                       令和５年４月１８日 

 

春日部産米を活用した 

食の新たな地域ブランド創出に 

向けた実証実験を拡充します 

～やってみよう！米（マイ）city かすかべ～ 
 

 

春日部市は、農業委員会との共同事業として、ＪＡ南彩、ＪＡ埼玉みずほ、春日部商工

会議所、庄和商工会、(一社)春日部市観光協会、(有)川上製麺所、みたけ食品工業(株)の

７事業者と協定を締結するとともに、埼玉県麺類業生活衛生同業組合春日部支部、埼玉県

立杉戸農業高等学校の２団体が実証実験協力団体として加わり、「春日部産米を活用した食

の新たな地域ブランド創出に向けた実証実験」を行っています。 

令和４年度は、多収の高アミロース品種で、米粉麺の加工に適したお米、「亜細亜のかお

り」を栽培し、実証実験を行いました。 

令和５年度は、令和４年度の検証結果を踏まえ、引き続き、「亜細亜のかおり」の栽培を

行うとともに、パンやお菓子などに適した品種とされる「笑みたわわ」の栽培にも着手し、

協定締結団体等と商品開発に取り組んでいきます。 

なお、実証実験に伴う田植えについては、５月中・下旬を予定しており、詳細が決まり

次第改めてお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

環境経済部 農業振興課  

担当：舟田・萩原 内線７７４０ 


